
 

 

 

 

 
 

いざ、旅立ちの時。 

 

３年生の皆さん、卒業おめでとう。高校卒業という人生の節目となる日を迎えた今、皆さん自身には

どんな思いが去来しているでしょうか。 
 

 進学校の３月１日というのは、正直複雑な心境の人が多いだろうと思います。それは、国公立大学の

合否がまだ分からない中で、自分自身の行く末が定まっていない人が多いからです。４月以降の自分が、

どこで何をしているか不確かな状況で、「卒業おめでとう」と言われてみても、手放しで「お祝い感」

を受け止めることはできないかもしれません。それは、４月からの行く末が判明している人であっても

同様に、期待と不安の入り混じる不確かな状況であろうとも思います。それゆえ、やはり進学校の卒業

式というのは、何となく無邪気に「おめでとう！」と“ウェイウェイ”できない雰囲気もあります。 
 

 それでも、いやだからこそ、今日はお互いに「卒業おめでとう」と、心からお祝いしてほしいと思い

ます。なぜなら、皆さんは今日からいよいよ、自分自身のその足で歩みだす者になるからです。どこで

Do するか、何かを楽しむのも何かで苦しむのも、泣くのも笑うのも、皆さん自身のその歩みで決まっ

ていくでしょう。いわば、真の意味で「自由人」としてのスタート地点に立った訳です。それを祝わず

して、何を祝うのでしょうか。そうした自由な歩みの中で、人は一歩一歩成長していくものでしょうし、

青写真や設計図のない「不確かな人生」という自分自身の未来を築いていくのです。こんなに楽しいこ

とは、他にないとさえ言っていいでしょう。 
 

 そんな独り歩きの未来を想うと同時に、これまでの歩みを振り返れば、陰日向に支えてくれたまわり

の他者の存在にも気付くでしょう。〈わたし〉を創るのは〈あなた〉であり、〈あなた〉を創るのは〈わ

たし〉なのです。それはきっと、素の自分を見守ってくれた親御さんだろうし、他愛もない日常をとも

に過ごした友人だろうし、心の支えになった１冊の本や思い出の１曲だろうと思います。〈わたし〉を

創り出したいろいろな〈あなた〉に気付ける今日という日は、間違いなくおめでたい一日だと考えます。 
 

 それでもなお、まだ不確かな未来への不安を覚える人がいたら――。 

皆さん一人一人が輝ける素晴らしい存在であるのは、福島高校に入学したから
● ●

素晴らしいのではあり

ません。同様に、卒業後の進路によって、皆さんの人生が素晴らしいものになることが確定する訳でも

ないでしょう。「〇〇大学合格」や「現役合格」だけ
● ●

が「成功」でそれ以外が「失敗」だとしたら、お

そらく日本人の大半が「失敗」でしょう。そもそもみんなが大卒者でもありませんし、かつては浪人生

がとんでもなく多かった時代がありました（かくいう私自身も晴れて浪人して進学した者です）。 

私が言いたいのは、人生の意味を考える上で、「環境」というのはそれ自体非常に重要な要素である

ことは間違いありませんが、それだけ
● ●

がすべてを決める訳ではないということもまた、真実だというこ

とです。大切なのは、「どこで学んだか」ではなく、「何を学んだか」であろうと思います。「学歴」で

はなく、「学習歴」こそが問われる時代になってきているのは、間違いないでしょう。ましてや、人生

100 年時代や多様性が謳われる今、何を恐れる必要があるのでしょうか。自分らしい真の自由の実現

に向けた一歩を踏み出せるこの瞬間を、不確かな未来への新たな門出を、堂々と胸を張って、お互いに

手放しでお祝いしようではありませんか。 
 

 いつの日か、皆さんの自由な旅の土産話で大いに盛り上がることを祝して、卒業おめでとう！！！ 
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 文責：進路指導主事 渡邊優輔 

「生まれ出ようとする鳥は、自らをとりまく一つの世界を破壊しなけ

ればならない」ヘルマン・ヘッセの言葉である。自ら殻を破り、翼を

広げて飛び立つ鳥のように、決然と歩みを定めるべくその時に向け

て、さあ現在
い ま

ここで何ができるか――。世界中が、君を待っている。 



１・２年生に告ぐ、「バトンは今、君たちに託された」  
 

 今年の卒業式は、コロナ禍でできていなかった在校生も含めての開催となりました。先輩たちの卒業

を見届けながら、皆さんは今、どんなことを感じるでしょうか。 

 １年生はまだ、先のように感じるかもしれません。ですが、２年生に進級したらすぐに、新しい後輩

たちが入学してきて、自分自身の高校生活の折り返し地点もあっという間にやってくることでしょう。 

 ２年生はついに、最上級学年になると同時に、「受験生」となる訳です。共通テストまで、もう１年

ありません。それでも、３年生ならこう言うでしょう、「今からやれば
● ● ● ● ● ●

、大丈夫！」と。大事なことは、

やるかやらないか、ただただそれだけです。 
 

 出会いがあれば別れがあり、別れがあれば出会いがあります。様々な他者との出会いを通じて、皆さ

んの高校生活がより豊かなものになることを、心から期待しています。 

 

【今後の進路関係行事予定】 
 

３月５日(火)  １年生・全統模試（福島学院大学駅前キャンパス） 
 

３月６日(水)・７日(木)  ２年生・全統共通テスト模試（福島学院大学駅前キャンパス） 
 

 … 高校入試期間で学校が使用できないため、今回は別会場での実施になります。１・２年生ともに、

進級前の自分の腕試しとなる模試です。しっかりと課題意識をもって臨みましょう。 
 

３月 19日(火)  『梅花芳』LIVE（全校集会終了後、各教室） 
 

 … 本校にはいわゆる合格体験記の『梅花芳』がありますが、この企画はその LIVE版となります。

この春に大学合格を果たした先輩たちのリアルな声を直接聞く機会となります。文系・理系に分か

れての開催についての詳細は後日改めて連絡します。皆さんの進路選択につながる有意義な時間に

なればと思っています。 
 

３月 21日(木)  １年生希望者・ハイレベルセミナー（コミュタン福島・三春町） 
 

 … 県教委主催の企画です。他校の生徒との学びあいを通じて、切磋琢磨しましょう。 
 

３月 21日(木)・22(金)・25日(月)のいずれも午後  ２年生希望者・春季特別講座 
 

 … 理科・社会を中心に講座が編成されます。これまでの振り返りや今後の見通しを持つ上で、重要

な機会となるはずですので、積極的に参加してみましょう。 
 

３月 29日(金)  筑波大学・春のオープンキャンパスツアー 
※ 本校の OBOG によるキャンパスガイドもあります 

 

 … 進路指導部主催の新企画です。普段なかなか行く機会のないところかと思いますし、熱中症対策

が必要になる過酷な夏場のオープンキャンパスよりも、いろいろな意味で快適にゆっくり見て回る

ことが十分に見込まれます。筑波大学は桜の名所としても有名ですので、ちょうど見頃かもしれま

せんね。詳細は、クラス掲示を確認してください。 

  どしどし応募してみてほしいと思います。 

 


